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※1 LD（Learning Disabilities）：攣YR  
ADHD（Attention．Deficit／Hyperactivity Disorder）：注意欠陥多勧性膚書  

※2 この緻饉は、平成14年に文節科学雪が行った綱暮において、学級担任を含む複数の職員により鞘断された回答に  
基づくものであり、医師の抄断によるものでない。  （平成19年5月1日現在）   2   
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囚人所施設  E＝ヨ通園施設  

一●一合計  入所児童  

一舛トー通所児童  

〈社会福祉施設等調査報告〉  3   



児保育の実施状況について  
‾                       ■               ▼        l  

恒  罠芸芸  
障害児保育の実施状況推移  
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※児童数は、特別児童扶養手当支給対象児童数  

全保育所数に  用児童数  

実施か所数   占める割合   受入れ児童数（人）   める割今   

平成17年度  6β951t（－205）  31．0％  10，602tl（十174）    ．53％   

平成18年度   7，130：い十135）   31．4％   10，6可；（・68）  ．53％   

※（）は対前年度増減数  

※全保育所数、全利用児童数に占める割合   

の欄は、各年4月1日現在の全保育所数．   

全利用児童数を使用し、算定。   



放課後児童クラブにおける障害児の受入れ状況  

〈放課後児童クラブの概要〉  

（単位：か所、人）  

平成19年  平成18年   平成17年  平成16年  平成15年  

（注）（）内は、全クラブ数に占める割合、［］内は全登録児童数に占める割合である。   く厚生労働省雇用均等・児童家庭局育成環境課調べ〉  

受入れに対する経真の補助 〈障害児受入推進事業〉  

放課後児童クラブにおける障害児の受入推進を図るため、障害児対応の指導員を各クラブに配置するた  
めの経責。（平成20年度予算1クラブ当たり年額1，421，000円）  5   



嘩害児施設等の体系  
12．385人） 児童デイサービス：1092カ所（32－329  ：467カ所（24．527人） 通所施設：378  

施設の性格  根拠法令   

※施設数及び在所音数lま、平成18年10月1日現在（平成18年度社会福祉施設等の調査の概況より。）   




